作品紹介「光格上皇修学院御幸儀仗図絵巻」について by 須藤 茂樹
は
じ
め
に
本
稿
で
は
、
徳
島
県
立
博
物
館
所
蔵
の
「
光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
儀
仗
図
絵
巻
」
を
紹
介
し
、
考
察
を
加
え
る
。
最
初
に
絵
巻
の
概
説
を
記
し
、
つ
い
で
絵
巻
の
上
巻
・
中
巻
・
下
巻
の
全
三
巻
の
全
場
面
を
写
真
で
紹
介
す
る
。
別
の
機
会
に
、
本
絵
巻
に
関
す
る
文
献
史
料
や
絵
画
作
品
を
紹
介
し
、
考
察
を
加
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。
「
光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
儀
仗
図
絵
巻
」
の
概
要
紹
介
蜂
須
賀
家
の
旧
蔵
品
で
あ
る
。
絹
地
に
極
彩
色
、
細
密
描
写
、
金
砂
子
を
ふ
ん
だ
ん
に
き
め
細
か
く
蒔
い
た
豪
華
な
絵
巻
で
あ
る
。
徳
川
幕
府
が
光
格
上
皇
の
た
め
に
京
都
の
修
学
院
離
宮
を
修
復
し
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
九
月
七
日
に
完
成
し
た
離
宮
へ
上
皇
が
御
幸
し
た
。
そ
の
際
の
上
皇
の
行
列
を
描
い
た
も
の
が
、
本
稿
で
全
場
面
紹
介
を
試
み
る
「
光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
儀
仗
図
絵
巻
」
で
あ（
１
）
る
。
御
幸
の
責
任
者
で
あ
る
公
家
の
鷹
司
政
通
と
近
い
姻
戚
関
係
に
あ
る
蜂
須
賀
斉
昌
の
命
で
徳
島
藩
御
用
絵
師
の
渡
辺
広
輝
（
一
七
七
八
―
一
八
三
八
）
が
門
人
守
住
貫
魚
（
一
八
○
九
―
一
八
九
二
）
を
助
手
に
し
て
、
四
年
余
の
歳
月
を
費
や
し
て
完
成
さ
せ
た
作
品
で
あ
る
。
貫
魚
の
記
録
に
「
文
政
七
年
十
月
、
師
命
に
よ
り
光
格
天
皇
修
学
院
に
幸
す
る
儀
仗
図
三
巻
を
補
写
、広
輝
そ
の
技
の
凡
な
ら
ざ
る
を
嘉
し
、輝
の
一
字
を
授
く
」
と
あ
る
。
貫
魚
が
「
輝
美
」
と
号
し
た
の
は
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
一
月
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
頃
に
完
成
し
た
と
さ
れ（
２
）
る
。
絵
巻
は
修
学
院
の
近
辺
の
山
の
遠
望
か
ら
始
ま
る
。
御
幸
拝
観
の
た
め
正
座
し
た
五
○
人
ほ
ど
の
町
人
が
描
か
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
女
性
や
子
ど
も
の
風
俗
が
美
麗
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
中
心
は
上
皇
が
乗
る
玉
輦
で
中
巻
の
中
ほ
ど
に
描
か
れ
て
い
る
。
丁
寧
な
表
現
に
は
息
つ
く
こ
と
の
な
い
緊
張
感
の
な
か
で
描
か
れ
た
広
輝
、
貫
魚
の
力
量
が
如
何
な
く
発
揮
さ
れ
た
代
表
作
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
絹
本
著
色
、
寸
法
は
、
各
縦
三
九
・
五
㎝
で
、
横
上
巻
一
一
六
六
・
〇
㎝
、
中
巻
一
四
五
四
・
〇
㎝
、
下
巻
七
七
三
・
〇
㎝
で
あ
る
。
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）
三
月
一
七
日
付
で
徳
島
県
指
定
有
形
文
化
財
（
絵
画
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、
蜂
須
賀
家
で
こ
の
豪
華
な
絵
巻
が
描
か
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
光
格
上
皇
の
御
幸
の
責
任
者
で
あ
る
公
家
の
鷹
司
政
通
と
蜂
須
賀
家
が
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
推
定
し
て
い
る
。
そ
の
視
点
で
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
「
蜂
須
賀
家
文
書
」
の
目
録
を
め
く
る
と
「
禁
裏
」
の
項
目
に
以
下
の
よ
う
な
資
料
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
仙
洞
御
所
修
学
院
御
幸
御
列
書
文
政
六
年
一
冊
修
学
院
御
幸
供
奉
色
目
写
文
政
六
年
一
冊
修
学
院
御
幸
次
第
文
政
六
年
一
冊
修
学
院
御
幸
御
会
（
乾
・
坤
）
文
政
六
年
二
冊
鷹
司
関
白
様
御
院
恭
御
列
書
文
政
六
年
三
冊
こ
れ
ら
史
料
の
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
る
が
、
こ
の
よ
う
に
ま
と
ま
っ
て
御
幸
関
係
作
品
紹
介
「
光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
儀
仗
図
絵
巻
」
に
つ
い
て
須
藤
茂
樹
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資
料作
品
紹
介
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光
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上
皇
修
学
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御
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儀
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図
絵
巻
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て
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資
料
が
集
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
前
述
の
成
立
理
由
の
裏
付
け
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
。
な
お
、
光
格
上（
３
）
皇
、
修
学（
４
）
院
、
御（
５
）
幸
、
儀（
６
）
杖
、
そ
し
て
本
絵
巻
の
も
う
一
人
の
主
役
鷹
司
政（
７
）
通
に
つ
い
て
は
、『
国
史
大
辞
典
』
の
解
説
を
引
用
し
て
お
い
た
の
で
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
「
光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
儀
仗
図
絵
巻
」
上
巻
・
中
巻
の
紹
介
本
稿
で
は
、「
光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
儀
仗
図
絵
巻
」
上
巻
・
中
巻
・
下
巻
の
全
場
面
を
写
真
紹
介
す
る
。
﹇
註
﹈
（
１
）
徳
島
県
教
育
委
員
会
編
『
徳
島
の
文
化
財
』
徳
島
県
教
育
委
員
会
・
徳
島
新
聞
社
二
○
○
七
年
三
月
九
三
頁
。
（
２
）
本
絵
巻
は
数
回
展
示
さ
れ
て
い
る
。
主
要
な
も
の
と
し
て
は
、
徳
島
県
博
物
館
特
別
展
「
阿
波
蜂
須
賀
侯
御
用
絵
師
展
」
一
九
八
二
年
一
○
月
一
五
日
―
一
一
月
七
日
、
徳
島
県
立
博
物
館
「
徳
島
県
の
指
定
文
化
財
」
一
九
九
二
年
一
○
月
二
○
日
―
一
一
月
一
五
日
、
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
特
別
展
「
蜂
須
賀
家
の
名
宝
」
一
九
九
八
年
一
○
月
二
三
日
―
一
一
月
二
三
日
、
京
都
国
立
博
物
館
特
別
展
「
花
洛
の
モ
ー
ド
き
も
の
の
時
代
」
一
九
九
九
年
一
○
月
一
九
日
―
一
一
月
二
三
日
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
展
覧
会
に
合
わ
せ
て
刊
行
さ
れ
た
図
録
に
は
一
乃
至
数
カ
ッ
ト
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
全
貌
が
図
録
等
出
版
物
で
写
真
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
（
３
）
武
部
敏
夫
氏
執
筆
「
光
格
天
皇
」『
国
史
大
辞
典
』
五
巻
二
九
三
頁
吉
川
弘
文
館
一
九
八
五
年
二
月
。
光
格
天
皇
一
七
七
一
―
一
八
四
〇
。
一
七
七
九
―
一
八
一
七
在
位
。
明
和
八
年（
一
七
七
一
）
八
月
十
五
日
東
山
天
皇
の
皇
孫
で
あ
る
閑
院
宮
典
仁
親
王
の
第
六
王
子
と
し
て
誕
生
。
生
母
は
贈
従
一
位
岩
室
磐
代
で
あ
る
。
幼
少
は
祐
〔
さ
ち
〕
宮
、
諱
は
初
め
師
仁
〔
も
ろ
ひ
と
〕、
つ
い
で
兼
仁
〔
と
も
ひ
と
〕
と
改
め
ら
れ
た
。
誕
生
の
翌
年
聖
護
院
宮
忠
誉
入
道
親
王
の
附
弟
と
な
り
、
将
来
出
家
し
て
聖
護
院
門
跡
を
継
ぐ
予
定
で
あ
っ
た
が
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
十
月
後
桃
園
天
皇
の
崩
御
の
際
、
同
天
皇
の
養
子
と
な
っ
て
皇
嗣
に
立
て
ら
れ
、
十
一
月
二
十
五
日
践
祚
、
翌
安
永
九
年
十
二
月
四
日
即
位
礼
を
挙
げ
る
。
こ
の
後
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
欣
子
内
親
王〔
後
桃
園
天
皇
皇
女
〕
を
皇
后
と
し
た
。
在
位
三
九
年
に
し
て
、
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
三
月
二
二
日
皇
太
子
恵
仁
親
王
〔
仁
孝
天
皇
〕
に
譲
位
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
一
月
十
九
日
七
十
歳
を
も
っ
て
崩
御
。
陵
は
京
都
泉
涌
寺
山
内
に
あ
り
、
後
月
輪
陵
と
い
う
。
時
に
久
し
く
絶
え
て
い
た
諡
号
再
興
の
議
が
起
り
、
翌
十
二
年
閏
正
月
光
格
天
皇
と
追
諡
せ
ら
れ
た
。
天
皇
は
資
性
円
満
、
質
素
を
尚
び
修
飾
を
好
ま
ず
、
こ
と
に
仁
愛
を
旨
と
し
た
の
で
、
諸
臣
は
ひ
と
し
く
敬
慕
し
て
奉
仕
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
博
学
能
文
を
称
せ
ら
れ
、
作
詩
に
長
じ
、
音
楽
の
嗜
み
も
深
か
っ
た
。
ま
た
旧
儀
の
復
興
に
意
を
と
ど
め
、
在
位
の
間
に
石
清
水
社
・
加
茂
社
の
臨
時
祭
の
再
興
を
見
る
に
至
っ
た
。
な
お
在
位
中
、
朝
幕
間
の
特
記
す
べ
き
事
件
に
尊
号
事
件
が
あ
る
。
実
父
典
仁
親
王
に
太
上
天
皇
の
尊
号
を
宣
下
し
よ
う
と
し
た
天
皇
の
意
向
は
、
江
戸
幕
府
の
反
対
に
よ
っ
て
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
こ
の
事
件
の
影
響
は
長
く
尾
を
ひ
き
、
尊
王
思
想
を
助
長
せ
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
い
ま
寛
政
九
年
正
月
お
よ
び
七
月
、
同
十
年
七
月
よ
り
九
月
に
至
る
記
事
を
収
め
た
宸
筆
御
記
二
冊
が
東
山
御
文
庫
に
伝
存
し
、
ま
た
御
製
集
「
光
格
天
皇
御
製
」〔「
列
聖
全
集
」
所
収
〕
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
尊
号
事
件
（
そ
ん
ご
う
じ
け
ん
）
月
輪
陵
（
つ
き
の
わ
の
み
さ
さ
ぎ
）
参
考
文
献
帝
国
学
士
院
編
「
宸
英
華
」
二
、
和
田
英
松
「
後
桃
園
天
皇
の
崩
御
と
光
格
天
皇
の
登
極
に
つ
い
て
」（「
国
史
国
文
之
研
究
」
所
収
）
（
４
）
稲
垣
栄
三
氏
執
筆
「
修
学
院
離
宮
」『
国
史
大
辞
典
』
七
巻
三
二
○
頁
吉
川
弘
文
館
一
九
八
六
年
一
一
月
。
作
品
紹
介
「
光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
儀
仗
図
絵
巻
」
に
つ
い
て
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修
学
院
離
宮
京
都
市
左
京
区
に
あ
る
。
後
水
尾
上
皇
の
営
ん
だ
山
荘
で
、
明
歴
二
年
（
一
六
五
六
）
以
前
に
着
工
さ
れ
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
か
ら
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
ま
で
の
間
に
、
前
後
三
回
の
工
事
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
。
比
叡
山
西
南
麓
の
傾
斜
地
を
利
用
し
た
壮
大
な
構
想
に
よ
っ
て
造
ら
れ
て
お
り
、
最
初
は
「
上
の
御
茶
屋
」「
下
の
御
茶
屋
」
の
二
つ
の
庭
園
か
ら
成
っ
て
い
た
。
上
の
茶
屋
は
浴
滝
池
と
名
づ
け
る
大
池
の
周
辺
に
隣
雲
亭
・
窮
邃
亭
・
止
々
斎
〔
現
在
は
跡
の
み
〕
三
つ
の
茶
屋
を
配
し
、
下
の
茶
屋
は
寿
月
観
や
蔵
六
庵
〔
現
在
跡
の
み
〕
な
ど
の
御
殿
を
中
心
施
設
と
す
る
。
寛
文
十
年
こ
ろ
両
者
の
中
間
朱
宮
御
所
が
営
ま
れ
た
が
、
延
宝
八
年
（
一
六
六
〇
）
朱
宮
〔
光
子
内
親
王
〕
は
得
度
し
て
林
丘
寺
門
跡
と
な
っ
た
。
の
ち
こ
こ
に
東
福
門
院
御
所
の
奥
御
対
面
と
し
て
延
宝
五
年
に
造
ら
れ
た
建
物
が
移
築
さ
れ
て
客
殿
と
な
り
、
ま
た
本
堂
な
ど
も
建
て
ら
れ
た
。
明
治
に
な
っ
て
山
荘
は
宮
内
省
所
管
の
離
宮
に
改
め
ら
れ
、
同
一
九
年
（
一
八
八
六
）
に
林
丘
寺
か
ら
客
殿
お
よ
び
楽
只
軒
・
門
を
分
離
し
て
「
中
の
御
茶
屋
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、
現
在
宮
内
庁
で
は
「
し
ゅ
う
が
く
い
ん
り
き
ゅ
う
」
を
正
式
呼
称
と
し
て
い
る
。
参
考
文
献
「
修
学
院
離
宮
の
復
原
的
研
究
」「
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
」
（
５
）
橋
本
義
彦
氏
執
筆
「
御
幸
」『
国
史
大
辞
典
』
五
巻
七
二
六
頁
吉
川
弘
文
館
一
九
八
五
年
二
月
。
御
幸
上
皇
・
女
院
の
出
行
を
い
う
。
本
来
、
天
皇
・
上
皇
の
別
な
く
、
そ
の
出
行
を
行
幸
あ
る
い
は
御
幸
と
い
っ
た
が
、
平
安
時
代
中
ご
ろ
か
ら
天
皇
の
行
幸
に
対
し
て
、
上
皇
の
出
行
を
御
幸
と
称
し
て
区
別
す
る
の
が
例
と
な
り
、
さ
ら
に
女
院
が
出
現
す
る
に
及
び
、
女
院
の
出
行
も
御
幸
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。
上
皇
の
行
動
は
、
天
皇
に
比
べ
れ
ば
か
な
り
自
由
で
、
御
幸
の
範
囲
も
広
く
、
こ
と
に
院
政
時
代
に
は
熊
野
御
幸
や
天
王
寺
御
幸
な
ど
が
頻
繁
に
行
わ
れ
た
。
江
戸
時
代
に
入
っ
て
洛
中
の
行
幸
す
ら
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
な
っ
て
か
ら
も
、
上
皇
は
修
学
院
御
幸
な
ど
洛
外
の
御
幸
も
比
較
的
自
由
に
行
わ
れ
た
。
（
６
）
鈴
木
敬
三
氏
執
筆
「
儀
杖
」『
国
史
大
辞
典
』
四
巻
八
二
頁
吉
川
弘
文
館
一
九
九
四
年
二
月
。
儀
杖
儀
礼
用
の
武
器
・
武
具
の
総
称
。
儀
礼
の
尊
厳
を
感
受
さ
せ
る
意
義
の
料
と
し
て
、
儀
場
に
い
か
め
し
く
飾
る
矛
丈
・
盾
杵
の
類
や
、
儀
服
に
着
装
佩
用
す
る
甲
冑
・
刀
剣
・
弓
矢
の
類
を
い
う
。
軍
事
に
際
し
て
実
用
と
す
る
兵
仗
（
ひ
ょ
う
じ
ょ
う
）
に
対
す
る
名
称
。
官
衛
令
儀
仗
軍
器
条
に
み
え
る
「
儀
仗
軍
器
」
の
語
に
対
す
る
「
令
義
解
」
の
注
に
「
謂
、用
二
之
礼
容
一
為
二
儀
杖
一
、用
二
之
征
伐
一
、
為
二
軍
器
一
、即
同
レ
実
而
殊
レ
号
者
」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
来
は
、
儀
仗
と
い
い
兵
仗
と
い
っ
て
も
、
使
用
目
的
を
相
違
す
る
だ
け
で
、
実
体
に
変
り
は
な
か
っ
た
。
た
だ
武
官
の
礼
服
附
属
の
儀
仗
の
場
合
、
五
位
は
儀
甲
と
し
て
両
当
鎧
を
装
飾
化
し
た
布
帛
の
裲
襠
唐
制
に
な
ら
っ
て
用
い
、
六
位
以
下
は
実
用
の
挂
甲
を
着
け
て
儀
礼
に
参
列
し
た
。
す
な
わ
ち
儀
仗
化
し
て
唐
か
ら
舶
来
し
た
実
用
で
き
な
い
武
具
と
、
儀
仗
兵
仗
が
同
実
異
号
の
武
具
も
、
時
代
の
推
移
に
つ
れ
、
新
様
の
武
器
・
武
具
の
出
現
普
及
と
と
も
に
、
旧
様
と
な
っ
て
儀
仗
化
さ
れ
、
伝
統
を
温
存
す
る
形
骸
に
す
ぎ
な
く
な
り
、
実
用
を
離
れ
て
装
飾
用
具
化
し
た
。
公
家
の
太
刀
・
弓
矢
の
具
・
挂
甲
な
ど
の
武
器
・
武
具
は
い
ず
れ
も
儀
仗
で
あ
る
。
な
お
儀
仗
に
近
似
す
る
類
に
、
走
馬
・
競
馬
・
騎
射
な
ど
の
武
技
や
芸
能
用
と
す
る
装
飾
化
さ
れ
た
武
器
・
武
具
が
あ
り
、
武
家
で
も
前
時
代
の
様
式
を
形
式
的
に
踏
襲
す
る
随
兵
用
の
武
器
・
武
具
が
祭
礼
用
に
も
用
い
ら
れ
、
華
麗
な
製
作
で
社
寺
へ
の
奉
献
、
季
節
の
挨
拶
の
進
物
の
武
器
の
類
な
ど
が
あ
る
。
打
刀
が
普
通
と
な
っ
た
近
世
の
糸
巻
の
太
刀
拵
は
こ
れ
で
あ
る
。
（
７
）
武
部
敏
夫
氏
執
筆
「
鷹
司
政
通
」『
国
史
大
辞
典
』
九
巻
四
六
頁
吉
川
弘
文
館
一
九
九
八
年
九
月
。
鷹
司
政
通
一
七
八
九
―
一
八
八
六
幕
末
の
公
家
。
父
は
関
白
鷹
司
政
煕
、
母
は
徳
島
藩
主
蜂
須
賀
重
喜
の
女
儀
子
。
寛
政
元
年（
一
七
八
九
）七
月
二
日
誕
生
。
同
九
年
一
二
月
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
、
以
後
累
進
し
て
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
三
月
関
白
と
な
り
、
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
八
月
太
政
大
臣
に
任
せ
ら
れ
、
ま
た
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
九
月
太
政
大
臣
を
辞
し
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
作
品
紹
介
「
光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
儀
仗
図
絵
巻
」
に
つ
い
て
一
一
七
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八
月
関
白
を
辞
し
て
准
三
宮
宣
下
を
受
け
、
一
二
月
と
く
に
太
閤
と
称
せ
し
め
ら
れ
た
。
な
お
関
白
辞
任
後
も
安
政
五
年
七
月
ま
で
引
き
続
き
内
覧
の
職
に
あ
っ
た
。
資
性
闊
達
雄
渾
、
変
通
の
才
を
称
さ
れ
、
関
白
在
職
、
公
家
の
学
習
所
（
学
習
院
）
の
設
立
や
薄
禄
廷
臣
の
救
済
に
尽
力
し
て
公
家
社
会
の
向
上
を
図
り
、
ま
た
弘
化
三
年
八
月
海
防
督
励
の
御
沙
汰
を
幕
府
に
下
し
て
、
朝
廷
の
国
政
介
入
の
端
緒
を
な
す
に
至
っ
た
。
ま
た
は
じ
め
外
国
と
の
和
親
交
易
を
上
策
と
し
て
、
安
政
五
年
幕
府
が
日
米
通
商
条
約
調
印
の
勅
許
を
奏
請
し
た
際
に
も
、
鎖
国
説
の
優
勢
な
廟
堂
に
あ
っ
て
一
人
調
印
勅
許
を
主
張
し
た
。
し
か
し
途
中
か
ら
鎖
国
説
に
豹
変
し
て
勅
許
に
反
対
し
、
な
お
将
軍
継
嗣
問
題
に
つ
い
て
も
一
橋
派
を
支
持
し
、
水
戸
賜
勅
一
件
に
も
関
与
し
た
。
こ
の
た
め
翌
六
年
四
月
幕
府
の
強
請
に
よ
っ
て
落
飾
（
法
名
抽
山
）
・
慎
に
処
せ
ら
れ
た
が
、
同
年
一
二
月
慎
を
解
き
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
四
月
に
至
り
、
参
朝
を
許
さ
れ
た
。
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）十
月
十
六
日
没
。
享
年
八
十
。
法
諡
真
誠
院
。
京
都
嵯
峨
の
二
尊
院
に
葬
る
。
な
お
政
通
は
朝
廷
の
制
度
・
故
実
に
深
い
関
心
を
も
ち
、
政
務
の
か
た
わ
ら
関
係
資
料
を
収
集
書
写
し
、
あ
る
い
は
家
蔵
の
典
籍
・
記
録
な
ど
の
整
理
に
つ
と
め
た
。
い
ま
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
よ
り
弘
化
三
年
に
至
る
間
の
自
筆
日
記
（「
鷹
司
政
通
記
」「
鷹
司
政
通
記
草
」）
四
十
冊
お
よ
び
「
万
機
井
蛙
」
そ
の
他
の
撰
著
が
宮
内
庁
書
陵
部
に
伝
存
す
る
。
参
考
文
献
「
鷹
司
家
系
譜
」
宮
内
省
編
「
孝
明
天
皇
記
」
﹇
付
記
﹈
写
真
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
所
蔵
先
で
あ
る
徳
島
県
立
博
物
館
の
ご
高
配
を
い
た
だ
い
た
。
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
、「
光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
儀
仗
図
絵
巻
」
の
写
真
（
カ
ラ
ー
）
は
、
徳
島
県
立
博
物
館
の
Ｈ
Ｐ
の
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
四
国
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
日
本
文
化
史
研
究
室
）
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絵
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」
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つ
い
て
一
一
八
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作
品
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介
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中
巻
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品
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光
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二
八
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作
品
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介
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光
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上
皇
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学
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絵
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い
て
一
三
〇
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下
巻
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品
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一
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二
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作
品
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介
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三
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作
品
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介
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光
格
上
皇
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学
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一
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四
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黒
漆
塗
紅
葉
蒔
絵
箱
同
金
具
紅
葉

鈿
軸
木
作
品
紹
介
「
光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
儀
仗
図
絵
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」
に
つ
い
て
一
三
五
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